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＜会長の時間＞ 関谷永久会長 

今日はポール・ハリ

スの物語の一部を話

したいと思います。ポ

ール・ハリスと聞いた

ら私たちはロータリ

ーの創始者だという

のはクラブ入会、間もないロータリアンで

もご存知かと思いますがポールの生きざ

まを辿ると波乱に満ちた生涯を送ってい

るのです。ポールの父親は金使いが荒く事

業は失敗して、母親は買い物好きで所得に

見合わない贅沢な性格で三度も破産の目

にあいました。其のたびにポールは祖父母

に預けられていました。そんな中で育った

ポールは高校、大学では三度の退学をして

います。それも三度目は祖父の死去で経済

的理由でした、その後自活しながらアイオ

ワ大学卒業後、弁護士資格を取得。その後

５年間は愚行生活を送ったと言われてい

ますが、その期間には多様な職業を経験し

職業柄世界各地を回り沢山の人との出会

いを味わったと思います。その後ポール・

ハリスは1896年にシカゴで弁護士を開業。

少し前の 1893 年シカゴ博覧会を見学して

おり、この時会場では京都平等院を似せて

木造仕様で日本館が出店していました。そ

の中で説明役として日本から米山梅吉が

いました。(この時の梅吉は米山家の養子

になった後すぐ渡米し８年間を法学勉強

中でありました)そこで二人が出会ってい

たのかも知れません。その時から 12 年後

の 1905 年にポールは３人の仲間とシカゴ

でロータリークラブを創設、37 歳でした。 

 

＜幹事報告＞ 宮崎正文幹事 

〈報告・予定事項等〉 

・7/ 9公共イメージフォーラムに出席 

・7/14夏の交通事故防止運動出陣式出席 

・7/14第 1回 第 3グルーブ会長･幹事会 

・7/16米山記念奨学部門セミナー 

・7/27第 3グルーブガバナー補佐訪問 

・8/3はガバナー訪問のため、次週 7/27例

会終了後に定例理事会を開催 

・8/3ガバナー公式訪問（武蔵クラブ） 

・8/9 DL研修会 

・8/10インターアクトクラブ年次大会 

・8/19職業奉仕部門セミナー 

・9/ 2国際奉仕部門セミナー 

・RLI セミナー ﾊﾟｰﾄⅠ(9/9)･Ⅱ(11/25)･

Ⅲ(1/13)･DL養成(3/3) 講座 

・日豪青年相互訪問候補対象者提出依頼 

・九州北部豪雨災害被災者義援金のお願い 

・2019～20 年度＆2020～21 年度のガバナ

ー推薦指名委員会の委員決議について 

 

●委員長報告 
＜プログラム委員会＞ 細淵克則委員長 

本日昨年度の会計監査を行い、家庭集会

を各委員会は年一回ぐらい開いてほしい

と思いました。宜しくお願いします。 

 

＜米山記念奨学委員会＞ 一柳達朗委員長 

16日の日曜日に石川 PGと会長と私の三

人で米山記念奨学部門セミナー及びカウ

ンセラー会議に出席して来ました。島崎部

門委員長よりお話があり、普通寄付＋特別

寄付 10,000円で 15,000円の寄付をお願い

いたします。 
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■職業分類委員会 吉永章子委員長 

職業分類はロータリ

ーの盛衰にかかわる会

員増強の第一線を担う

基本資料と言っても過

言ではありません。元来

の一業種一名の原則は

くずれましたが今は、同

じ職業でも職業分類の理念が確保されて

いれば地域の状況と時代に沿っての分類

表を作成することが出来ます。 

会員皆様方と力を併せて分類表の増加

に繋げてまいります。 

 

■会員選考委員会 粕谷康彦委員長 

会員増強に努め、職業

分類委員会と連携を密に

して、大先輩の石川 PGと

森田委員の意見を良く聞

いて努めてまいります。

あらゆる情報を収集し公

平且つ厳正に調査、判断

してロータリーに対する的確性を考慮し、

結果を理事会に報告する。 

 

■会員増強委員会 山岸義弘委員長 

細井ガバナーの会員増

強についてを受けて、女

性会員、40 歳未満の会員

を含め純増 3 名を達成す

べく、会員の皆様のご協

力宜しくお願いします。 

 

 

■ロータリー情報委員会 友野政彦委員長 

昨年度に続き、委員長

を務めさせていただき

ます。少々ネタ切れとな

っており、委員の粕谷会

員と西山会員のお知恵

を拝借して楽しくて、た

めになる勉強会を今年

も開催してまいります。宜しくお願い致し

ます。 

 

■出席向上委員会 金井祐一委員長  

活動方針、活動計画

は前年同様といたしま

す。新しく遣ってみた

いこととして、中々出

席できない方々に、メ

ール及びファックスに

て今の入間ロータリー

クラブの様子をお知らせ出来ればと思っ

ています。会長とご相談して進めてまいり

ますのでご協力よろしくお願い致します。 

 

■会報・雑誌動委員会 吉沢誠十委員長 

会報は読みやすいもの

としたい。発表者には原

稿の作成をお願いし、正

確な文章としたい。 

雑誌は関心を以てもら

いポイントを紹介して記

事にふれてもらいます。 

 

■親睦活動委員会 木下登委員長 

活動計画に載っておりませんが、8月 31

日に納涼会を行います。

これからの予定としまし

ては親睦旅行を 11月、ク

リスマス例会 12月、新年

会 1月、合同例会を 10月

と 4 月等に予定していま

す。月一回の家庭集会を開き、しっかりし

た計画を立てて、13名で遣って参りますの

で、ご協力よろしくお願い致します。 

 

■プログラム委員会 細淵克則委員長 

今年は皆さんのご協

力をお願いしたいと思

っています。魅力ある例

会、楽しいロータリーク

ラブを目指し、各委員会

の皆様に例会を企画し

ていただきます。委員長

さんに家庭集会を開いて頂き、型にはまら

ない充実した例会を開き、退会防止にも繋

がる企画をお願い致します。 

●各小委員長年度計画発表● 
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■広報委員会 大野賢次委員長 

クラブが中心になっ

て行った事業をメディ

アに取り上げてもらい

広報としたいと考えて

います。 

 

 

 

■ロータリー美術館 水村雅啓館長 

このロータリー美術

館は 40 数年前に作られ

た、ロータリーの中でも

大変珍しい委員会です

ので、この炎を絶やさな

いことが使命だと思っ

ています。まず初めに 8月 3日のガバナー

公式訪問に沢山の展示・鑑賞ご協力よろし

くお願い致します。 

 

■健康管理委員会 後藤健委員長 

山根先生にどんなこと

を遣ったら良いですかと

お聴きしましたら、好き

な事をドンドン遣ってみ

たらと言われました。 

プログラム委員会とご

相談して面白い卓話がで

きたらと思っています。 

 

■ロータリー財団委員会 白幡英悟委員長 

財団は 100周年を迎え、

次の 100周年に向けて更な

る理解を推進します。今年

から寄付金が 210ドルとな

りましたがご寄付宜しく

お願い致します。地区補助

金、グローバル補助金の利

用の申請は 9月頃におりる予定です。また

財団奨学生の須山さんには 11 月にタイミ

ングが合えば、卓話をお願いしています。 

 

■米山記念奨学委員会 一柳達朗委員長 

当クラブでは、奨学生の

李さんのお世話をしてい

ます。月初めの例会、移動

例会、夜間例会にも参加し

てもらっています。 

米山記念奨学会の 50 周

年を記念して細淵プログラム委員長とご

相談して何かできればと考えています。 

又、米山奨学会支援の寄付をお願いです

が、入間クラブでは、先ほどの委員長報告

でお話しした 15,000円ではなく16,000円

の温かいご寄付をお願い致します。 

 

＜齋藤栄作エレクト＞ 

九州北部豪雨災害被災者の義援金は理

事会にかけてから、豊田会員のご親戚が

ガバナー(2015-2016年度)をされていまし

た、大分臨海ロータリークラブに直接送

ることにしましたのでご報告します。 

 

＜出席報告＞ 金井祐一委員長

事前欠席連絡 5名 

会員数 出席数 出席率 前回修正率 

43名 28名 66.6％ 85.00% 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 田中快枝ＳＡＡ 

関谷永久君、田中快枝君、晝間和弘君

～九州北部災害に遭われた方々に心よ

りお見舞い申し上げます。 
 

宮崎正文君～梅雨が空けましたが、ま

だまだ暑いです。熱中症には皆さん気

をつけて下さい。 
 

一柳達朗君～4月 9日から行っていた、

糖質オフダイエット、三ヶ月で 8㎏体

重を減らすことができました。 
 

友野政彦君、繁田光君、豊田義継君～

早退します。 

本日\8,000 累計\83,000 
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